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本資料では、昨年末に第８次医療計画等に関する検討会がとりまと
めた意⾒と今後の地域医療構想に関する国の⽅向性の概要について、
ご報告します。

１ 第８次医療計画等に関する検討会がとりまとめた意⾒について

２ 地域医療構想について

※ 詳細については、厚生労働省HPの各検討会／WGの掲載ページをご確認ください。

URL：https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/indexshingiother_127238.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/indexshingiother_127238.html
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１. 第８次医療計画等に関する検討会がとりまとめた意⾒について
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１．とりまとめ意⾒について

〇 国の「第８次医療計画等に関する検討会」では、検討会の下に設置した４つ
のＷＧの議論も踏まえ、昨年末、第８次医療計画の「医療計画作成指針」及び
「疾病・事業及び在宅医療に係る医療提供体制構築に係る指針」等の⾒直しが
必要と考えられる事項を中⼼に意⾒のとりまとめを⾏いました。

〇 とりまとめ意⾒について、⾒直しの⽅向性が⽰されている部分については、
これを中⼼に報告します。

〇 なお、今後、とりまとめられた意⾒を踏まえ、国において「医療計画作成指
針」及び「疾病・事業及び在宅医療に係る医療提供体制構築に係る指針」等を
改正し、年度末をめどに都道府県に通知されることが想定されています。
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【参考】国の検討体制について
令和4年3月4日 第8次医療計画等に関する検討会 資料１
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【参考】国の検討スケジュール
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１．とりまとめ意⾒について

事項 主な内容

Ⅰ 医療計画全体に関する事項

・施策検討の際のロジックモデル等のツールの活用
・医師確保計画／外来医療計画の⾒直し
・⼆次医療圏の必要な⾒直し
・基準病床数の算定に使用するデータは、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受けていない直近のデータ
を使用（令和２年以降は除外）
※療養及び⼀般病床の算定式の変更に関する⾔及はなし

・地域医療構想の基本的な枠組みは維持し、着実に取
組みを推進。また、2025年以降も取組みを継続す
ることが必要であり、今後、中⻑期的課題を整理・
検討（２．で後述）
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅱ ５疾病・６事業／在宅医療の医療提供
体制等に関する事項

【がん】
・「がん対策推進基本計画」等の内容を踏まえて取り
組むことを基本

・⼆次医療圏との整合性に留意しつつ、柔軟な医療圏
の設定

【脳卒中／心血管疾患】
・「循環器病対策推進基本計画」の内容を踏まえて取
り組むことを基本
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅱ ５疾病・６事業／在宅医療の医療提供
体制等に関する事項

【糖尿病】
・国⺠健康づくり運動プラン（健康日本21（第⼆
次））や医療費適正化計画の⾒直しに係る検討状況
等を踏まえつつ、⾒直しの⽅向性を整理

・発症予防、治療・重症化予防、合併症治療・重症化
予防のそれぞれのステージに重点をおいて取組みを
進めるための医療体制の構築

【精神疾患】
・地域における多職種・他機関が有機的に連携する体
制の構築

・医療、障がい福祉・介護その他のサービスが切れ⽬
なく受けられる体制の整備
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅱ ５疾病・６事業／在宅医療の医療提供
体制等に関する事項

【救急医療】
・増加する高齢者の救急や、特に配慮を有する救急患
者を受け⼊れるため、地域における救急医療機関の
役割の明確化

・居宅／介護施設の高齢者が、⾃ら意思に沿った救急
医療を受けられるような環境整備

・地域におけるドクターヘリ／ドクターカーの効果的
な活用ができる体制の構築

【災害時医療】
・DMAT／DPAT等の派遣や活動の円滑化、保健医療
活動チーム間での多職種連携

・災害時に拠点となる病院、それ以外の病院が、その
機能や地域における役割に応じた医療提供を⾏う体
制の構築

・止水対策を含む浸水対策
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅱ ５疾病・６事業／在宅医療の医療提供
体制等に関する事項

【周産期医療】
・周産期医療圏の柔軟な設定と、医師の勤務環境の改
善を進めつつ、基幹医療機関への集約化／重点化

・周産期医療に関する協議会の活用
・ハイリスク妊産婦への対応、医療的ケア児の在宅ケ
アへの移⾏⽀援などの体制整備

【⼩児医療（⼩児救急医療を含む）】
・⼩児患者が救急も含めて医療を確保できるような医
療圏の設定と、地域の⼩児科診療所の役割・機能の
推進

・⼩児医療に関する協議会の活用
・医療的ケア児を含め、地域の⼦どもの健やかな成育
が推進できるような⽀援体制の確保

・⼦ども医療電話相談事業（♯8000）の推進
・医師の勤務環境の改善を進めつつ、医療機関・機能
の集約化／重点化
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅱ ５疾病・６事業／在宅医療の医療提供
体制等に関する事項

【在宅医療】
〇提供体制
・地域に実情に応じた体制整備
・「在宅医療において積極的役割を担う医療機関」及
び「在宅医療に必要な連携を担う拠点」の医療計画
への位置付けと、適切な在宅医療の圏域設定

・「在宅医療に必要な連携を担う拠点」と「在宅医
療・介護連携推進事業」との連携推進

〇急変時・看取り、災害時等における在宅医療
・在宅療養患者の急変に適切に対応するための情報共
有や連携。看取りに際しての本人・家族の希望に
沿った医療・ケアの提供

・平時からの在宅医療に係る関係機関の連携体制の構
築の推進と、業務継続計画（BCP）の策定推進
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅱ ５疾病・６事業／在宅医療の医療提供
体制等に関する事項

【在宅医療】
〇各職種の関わり
・医師／⻭科医師の定期的な診察と適切な評価に基づ
く指⽰による在宅療養患者への医療・ケアの提供

・各職種の機能・役割の明確化

※新たに事業として追加される「新興感染症発生・ま
ん延時における医療」については、引き続き検討会
で議論を⾏い、別途とりまとめを⾏うとされた。
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１．とりまとめ意⾒について

事項 主な内容

Ⅲ 外来医療に係る医療提供体制の確保に
関するガイドラインに関する事項

〇外来医師偏在指標を活用した取組み
・外来医師偏在指標は、現⾏の計算式を使用
・⼆次医療圏ごとの人⼝推計や外来患者数推計等を踏
まえた協議の実施 など

〇医療機器の効率的な活用
・医療機器の配置／稼働状況等の可視化
〇外来医療の機能分化・連携
・紹介受診重点医療機関に関する情報等の記載
・外来機能報告の活用
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅳ 医師確保計画策定ガイドラインに関す
る事項

〇医師偏在指標
・精緻化の実施
・国が新たに勤務施設別（病院及び診療所）の医師偏
在指標を参考資料として都道府県に提⽰

〇医師少数スポット
・設定地域の考え⽅の明確化と、設定理由の計画への
明記

〇⽬標医師数
・特に医師少数区域以外の区域における⽬標医師数の
設定の考え⽅の提⽰

・国が新たに「計画終了時に計画開始時の医師偏在指
標を維持するための医師数」を都道府県に提⽰
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１．とりまとめ意⾒について
事項 主な内容

Ⅳ 医師確保計画策定ガイドラインに関す
る事項

〇医学部における地域枠・地元出身者枠の設定・取組
み等

・都道府県は、地域枠に加えて地元出身者枠について
も、恒久定員内への設置を進めるとともに、地域枠
等の医師キャリア形成を⽀援

〇産科・⼩児科医師偏在指標
・精緻化の実施
〇医師確保計画の効果の測定・評価
・効果の測定／評価⽅法について⾒直しを実施
〇その他
・都道府県は、寄附講座の設置、派遣元医療機関への
逸失利益の補填に加えて、その他の既存の施策を組
み合わせ、医師少数区域等の医師確保を推進

・地域に実情に応じた⼦育て⽀援
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２. 地域医療構想について
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２．地域医療構想について
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２．地域医療構想について
令和4年12月14日 地域医療構想及び医師確保計画に関するWG 資料１
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説明は以上です。


